
日本史授業プリント(70期)近代３０	
 社会運動の発展と関東大震災	
 

２年	
 	
 	
 組	
 	
 	
 番	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 .	
 

① 世界的な民主主義・平和主義の風潮	
 	
 ②	
 労働者数の増加	
 

② １ロシア革命(1917)の成功→労働者(プロレタリア)の活動高揚と資本家の危機感	
 

③ ２米騒動(1918)の経験	
 	
 ⑤好景気(～1919)による実質賃金の低下	
 

	
 	
 	
 	
 	
 ⑥	
 	
 ３戦後恐慌	
 	
 	
 の始まり(４1920)	
 ←大戦の終結(1919年から５輸入超過に)	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 過剰生産による反動	
 株式相場暴落	
 綿糸・生糸も下落	
 

労働運動と社会主義	
 

労働運動の高揚と変質…労働者と資本家の協調(５労資協調)から対立(６階級闘争)へ	
 	
 

	
 	
 	
 ※７協調会(1919)…政府・財界が設立した民間機関	
 社会政策など	
 

	
 	
 ８友愛会	
 	
 の結成(９1912)…10鈴木文治	
 	
 	
 中心	
 15人で設立	
 共済・修養組織から労働組合へ	
 

	
 	
 	
 	
 11大日本労働総同盟友愛会(1919)→日本労働総同盟友愛会→12日本労働総同盟	
 	
 	
 (131921)	
 

	
 	
 ☆日本最初の13メーデー	
 (労働祭1920.5/1)	
 八幡製鉄所争議(1920)	
 川崎・三菱造船所争議(1921)	
 

	
 	
 	
 細井和喜蔵
わ き ぞ う

『14女工哀史	
 	
 	
 』(1925	
 紡績女工の過酷な労働)	
 ※山本茂実『あゝ野麦峠』(1968)	
 

農民運動も高揚…15小作争議	
 	
 	
 (小作料の減免などを地主に要求)の激増	
 村の範囲を越えて	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 <例>16木崎村争議[新潟]	
 政府…17小作調停法(1924	
 小作人側が不利)	
 

	
 	
 	
 18日本農民組合結成(1920)…19杉山元治郎・20賀川豊彦ら	
 

社会主義の再興	
 特に21マルクス主義	
 	
 (共産主義)思想の広がり←ロシア革命の成功	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 マルクス(独)・エンゲルス(独)による共産主義の理論化	
 『共産党宣言』	
 

	
 22日本社会主義同盟結成(1920)…諸団体の団結結集	
 →1921.結社禁止	
 

	
 ☆社会主義運動内での２つの立場の対立(23アナ・ボル論争)	
 

	
 	
 24アナルコ=サンディカリズム(革命的労働組合主義)…ゼネストによる資本主義打倒	
 <例>	
 25大杉栄	
 	
 	
 

	
 	
 26ボルシェビズム…労働者による政権(プロレタリア革命)を理想	
 <例>	
 27堺利彦、28山川均	
 

	
 	
 	
 	
 	
 30日本共産党結成(1922)…堺・山川・31荒畑寒村ら	
 非合法組織	
 天皇制廃止など	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 32国際共産党(コミンテルン)の指導下で活動	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

【正誤問題に挑戦】<1993年追試験より>	
 

(１)	
 工場労働者の増大の中で労働組合の結成もあいつぎ，友愛会は第一次世界大戦後に日本労働総同盟へと発展

した。	
 

社
会
運
動
の
発
展	
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さまざまな社会運動	
 

婦人運動(33女性解放運動)	
 ※「新しい女」の登場…良妻賢母主義の否定	
 

・34青踏社	
 	
 (1911:明治末)…文芸団体	
 35平塚らいてう(雷鳥,明子
は る こ

)ら女性のみで結成	
 

	
 	
 	
 	
 	
 雑誌『36青鞜』発行(1911)	
 「原始女性は太陽であった、真正の人であった」	
 

・37新婦人協会	
 	
 	
 (1920)…38平塚、39市川房枝	
 	
 	
 、40奥むめお	
 ら	
 

	
 	
 	
 	
 41治安警察法第５条(婦人の政治運動参加禁止)改正を要求→実現して解散(1922)	
 

	
 	
 42婦人参政権獲得期成同盟会(1924)…市川中心	
 →婦選獲得同盟と改称(1925)	
 

	
 ・43赤瀾
らん

会(1921)…最初の女性社会主義団体	
 

	
 44山川菊栄
き く え

(山川均の妻)、45伊藤野枝
の え

(大杉栄の妻)、46近藤真柄
ま が ら

(堺利彦の娘)ら	
 

	
 	
 他に、石本(加藤)シズエ(47産児制限運動)、48高群逸
いつ

枝
え

(女性史研究)、雑誌『49婦人公論』	
 

部落解放運動	
 50松本治
じ

一郎・51阪本清一郎・52西光
さいこう

万吉ら中心	
 

	
 53全国水平社	
 	
 (541922)…京都で結成	
 「人の世に熱あれ人間に光あれ」(｢55水平社宣言｣)	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 差別撤廃のための自主的なたたかいを主張	
 	
 	
 	
 西光が起草	
 

学生運動	
 56新人会(1918)…東大生中心の思想団体	
 57赤松克
かつ

麿
まろ

らが吉野作造の指導で創設	
 

	
 58建設者同盟(1919)…早稲田大生中心の社会主義団体	
 浅沼稲次郎ら	
 

	
 学生連合会(1922)…大学・高専の学生	
 軍事教練反対や学園の自治を訴える	
 

普選運動	
 59普通選挙	
 	
 	
 運動…普通選挙期成同盟会(1897：長野県松本)など	
 大衆運動化	
 

1919年以降、普選デモなど高揚	
 多くの社会運動に共通	
 

関東大震災	
 

	
 601923.9/1	
 61関東大震災	
 	
 	
 	
 …京浜地帯は壊滅的被害(死者･不明１４万人)	
 	
 戒厳令発布	
 

	
 	
 ☆9/2～7頃	
 62朝鮮人虐殺事件…流言(暴動など)から	
 約6000人(中国人も約700人)	
 	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 市民(自警団など)・軍隊・警察による虐殺	
 

	
 	
 ☆9/	
 3	
 63亀戸
かめいど

事件…亀戸署で警察･軍隊により労働運動指導者(川合義虎、平沢計七ら)１０名殺害	
 

	
 	
 	
 9/16	
 64甘粕
あまかす

事件	
 	
 	
 …65大杉栄・伊藤野枝と甥(７歳)、66憲兵大尉67甘粕
あまかす

正彦により殺害	
 

	
 	
 	
 大正デモクラシーの限界	
 社会運動に深刻な打撃	
 	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 	
 


